
大規模輸送障害時の
各駅の滞留旅客数推定システム
（Estimation of the Number of Accumulated Passengers      

in Station Yard on Large Scale Transport Disorder）

【概要】
大規模輸送障害後の運転再開時に、駅構内での滞留旅客数や駅

間輸送量を推定する鉄道ネットワークシミュレータを開発しました。駅
構内での滞留旅客数が多くなりすぎると、安全のために列車運行を停
止する状況を再現します。様々な運転再開計画案や入場規制案を比
較・検討する際の判断材料を提供します。
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• 旅客は、出発駅に到着した時刻での運転再開状況をもとに、徒歩移
動も含めた移動経路を決定します。

• 鉄道事業者毎に入場規制を設定でき、入場制限実施時は、駅構内
に入れずに旅客が改札外で待つ状況を再現します。

• 列車が到着して旅客が降車した時に、駅構内滞留旅客上限数を超
えた場合には、安全のため、列車運行を停止する状況を再現します。

• 様々な運転再開計画案や入場規制案に対して、シミュレーションを
繰返し、旅客滞留数・駅間輸送量を推定して、比較・検討します。
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【用途】
図１の路線に対して、早朝の災害発生により12：00まで全線運行停

止するという輸送障害発生シナリオと表１のような路線毎の運転再開
可能時刻を設定して、図２のような運転再開計画案①②を作成し、
ケーススタディを実施しました。その結果、運転再開可能な路線から順
番に再開させた場合には、入場制限を実施しないと駅構内での旅客滞
留数過多による運行停止が発生すること（図３）、一方で、他路線の復
旧を待って２路線同時に再開させた場合には、入場制限なしでも運行
停止が発生しないこと等の推定結果が得られました。
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事業者a路線（2） 13：00
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案①：運転再開可能な路線から順番に再開
案②：路線(2)の復旧を待ち、路線(3)と２路線同時に運転再開
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図１ 計算対象路線

表１ 路線毎の運転再開可能時刻

図２ 運転再開計画案①②

図３ 運転再開計画案①入場規制なしの場合の旅客滞留数予測結果

A駅⇔B駅⇔C駅での運転が再開され、A駅B駅
から乗車してC駅で降車する旅客が多数存在
→C駅構内での旅客滞留数過多による運行停止
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再開を駅構内で待っている
旅客が多数存在
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